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1.  アカデミック・ライティングにおいて、書き手は、通例、断定的な主張を避けたり、
主張の限界を述べる。もちろん、主張が基づく根拠の信憑性や、書き手の確信度な
どによって、その程度が異なることはいうまでもない。Hyland （2005, 117）は、
Anglo-American academic Englishの特徴の一つとして、“more tentative and 
cautious in making claims”を挙げている。Carter and McCarthy （2006, 279）は、
学術文書の特徴について、“Academic texts are most frequently characterised by a 
desire to avoid making claims and statements that are too direct and assertive, since 
academic discourse is often about theories, conclusions drawn from evidence, 
exchanging viewpoints, and so on, rather than hard, indisputable facts.”のように述
べている。論文の中で導き出される見解は、限られたデータや調査といった根拠に
基づくものであり、通例、反証や議論の余地がないわけではない。
断言を避ける言語表現や修辞法についての用語や分類については、多くのものが
あり、これまでも様々に論じられている。本稿では、それらについて詳しく述べるこ
とはしないが、例えば、用語としては、“hedges” （Hyland, 2005; Aull, 2015）、“hedge 
words” （Peters, 2004）、“hedging language” （Oxford Learner’s Dictionary of 
Academic English ［OLDAE］）などが見られる。ここでは、Hyland （2005）の“hedges”
とPeters（2004）の“hedge words”の定義とそれらの働きを見てみよう。Hyland 
（2005, 52）によると、“Hedges are devices such as possibile, might and perhaps, 
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which indicate the writer’s decision to recognize alternative voices and viewpoints 
and so withhold complete commitment to a proposition.”とある。Peters （2004, 
246）には、“Hedge words curb the assertiveness of a claim, and prevent a style 
from sounding too arrogant. They put limits on statements which could not be 
defended in their absolute form.”と記述されている。Hedgesは、具体的には、語（句）
レベルでは、助動詞、副詞（句）、形容詞などがある。これらの言語表現の意味の判
断には、個々の語（句）のみならず、それらが用いられるコンテクストも考慮に入れ
る必要がある。
Hedgesは、学習者にとっては、習得が容易ではないことが指摘されている（Hyland, 
2005；Aull, 2015）。本稿では、主張の制限を表す副詞（句）について、Biber et al. 
（1999）に掲載されている項目について、日本人英語学習者コーパスと英語母語話者
コーパスを比較しながら、日本人英語学習者のそれらの副詞（句）の使用を調査する
ことを目的とする。
2.  Biber et al. （1999, 557, 562, 855, 860）は、主張の制限を表す“epistemic stance” 
adverbsの 例 と し て、generally、mainly、typicallyを、“epistemic stance” 
adverbialsの例として、generally、in general、in most cases、in most instances、
largely、mainly、typicallyを掲載している。1 Biber et al. （1999）は、adverbsを
modifiersとadverbialsに分けているが、本稿では、同書のmodifiersとadverbialsの
両方を扱い、副詞（句）と呼ぶことにする（藤本（2017b）参照）。Biber et at. （1999）は、
adverbs/adverbialsに関しては、“hedges”という用語を、like、kind ofのような
“imprecision”を表すものに用いているが、本稿では、第1章で見たHyland （2005）
の“hedges”の定義に従う。調査する副詞（句）は、Biber et al. （1999）が挙げる上記
のgenerally、in general、in most cases、in most instances、largely、mainly、
typicallyの7つに絞り、日本人英語学習者と英語母語話者の使用を比較分析する。
1 Biber et al. （1999, 764）は、epistemic stance adverbialsについて、“Epistemic stance 
adverbials focus on the truth value of the proposition, commenting on factors such as 
certainty, reality, sources, limitations, and precision of the proposition . . .”と述べている。
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これらの7つの副詞（句）はいずれも、Hyland （2005）とAull （2015）のhedgesのリ
ストにも含まれている。さらに、generally、in general、in most casesは、Aull （2015, 
117）の調査において、アメリカ英語母語話者コーパスThe Corpus of Contemporary 
American English（COCA）の学術文書サブコーパス（COCAA）で最も頻度の高い
“single-word/phrasal hedges”の中に見られる。2
Biber et al. （1999, 858）にあるように、本稿で調査する7つの副詞（句）の中には、
“limiting the truth of propositions”を表すものと、“extent”や“time frequency”を
表すものとの区別が不明瞭な場合がある。3 次の1）と2）におけるmainlyとlargelyは、
“limiting the truth of propositions”に加え、“to a great extent”や“usually”の意味
にも解釈されうる。
1） Any reciprocal learning will depend mainly on what Japanese companies choose 
to make available.
2） The great scholars also are largely ignored for their craft skills.
Biber et al. （1999, 858）
Cambridge Advanced Leaner’ s Dictionary （4th ed.） （CALD4）に設けられた
Focus on writingセクション中のAcademic writingにおける“Expressing degrees of 
truth”（C21-C22）では、物事がどの程度、真実であるかを述べるための表現を、
often/usually/sometimes/rarelyといった｢時｣や、partly/almostといった｢程度｣を表
す副詞を用いながら分類、紹介している。例えば、“usually true”であることを述べ
る副詞（句）としては、in general、in most casesなどを挙げている。3）と4）は、そ
の用例である。
2 The Corpus of Contemporary American Englishはモニターコーパスであるため、デー
タは漸次、追加されていく。
3 Biber et al. （1999）は、前者の意味をstance adverbials、後者の2つの意味をもつも
のをcircumstance adverbialsとして、別の意味カテゴリーに分類している。同書に
は、circumstance adverbialsよりもstance adverbialsを用いるほうが、“［T］he author/
speaker’s attitude or comment on the context is much more overt . . . ”（853）とある。
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3） In general, people in group 1 were more successful.
4） In most cases, the patients did not need drugs.
本稿では、上述のBiber et al. （1999）の7つの副詞（句）について、「程度」や「時」
を表す意味をもつ用例も含めたコーパス出現頻度から、日本人英語学習者と英語母
語話者のそれらの使用を分析する。
3.  本稿で使用するコーパスは、学習者コーパスthe Longman Learners’ Corpus 
（LLC）と母語話者コーパスAmerican English 2006 （AmE06）、British English 
2006 （BE06）である。4 LLCは、世界中から集められた英語学習者のエッセーや試
験答案の英語8,974,424語からなる書き言葉コーパスである。4.1では、LLCの検索
設定により、Country of data collectionとNative language categoryを、それぞれ、
日本と日本語とし、Task typeをset/free/project essaysとして、930,973語のサブコ
ーパス（LLC_JE）を用いる。このサブコーパスには、American English （AmE）と
British English （BrE）が含まれるため、検索設定のTarget variety of Englishを用い
て、AmEとBrEのデータに分けると、AmEデータは、741,303語、BrEデータは、
189,670語である（LLC_JE_AmE、LLC_JE_BrE）。LLC_JE_BrEの語数は、
LLC_JE_AmEのおよそ4分の1である。4.3では、LLC_JEをAmEとBrEのデータ
に分離しないで検索する。LLC_JEのうち、LLCが設定する学習者の習熟度レベル
のうち、5つのレベルElementary （139,931語）、Pre-intermediate （169,123語）、
Intermediate （125,220語）、Upper intermediate （444,677語）、Advanced （36,355語）
のデータを用いる。母語話者コーパスは、AmE06は、1,175,965語のAmEの書き言
葉コーパス、BE06は、1,147,097語を集めたBrEの書き言葉コーパスである。これ
らのコーパスにおいて、検索設定で、Broad genreをLearnedとして、AmE06は、
185,506語、BE06は、182,121語の学術英語のサブコーパス（AmE06_L、BE06_L）
を用いる。
4 CQPweb at Lancaster. Available at https://cqpweb.lancs.ac.uk/.
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4.  7つの副詞（句）のサブコーパスLLC_JE、AmE06_L、BE06_Lにおける頻度を
比較しながら、日本人学習者のこれらの副詞（句）の使用を分析する。それぞれのサ
ブコーパスの用例中、副詞（句）ではないものを手作業で取り除いた。さらに、
LLC_JEには、学習者の綴りの誤りがみられる。例えば、*generalyのような綴りは、
正しい綴りgenerallyの検索ではヒットしないため、本調査での件数には、カウント
していない。日本人学習者と母語話者の副詞（句）の使用頻度に有意差があるかどう
か調べるために、log-likelihood testを用いて検定を行った。
4.1  LLC_JE_AmEとAmE06_L、LLC_JE_BrEとBE06_Lをそれぞれ比較してみ
よう。Tables 1-2は、検索分析結果をまとめたものである。それぞれのサブコーパス
における実頻度と、1万語あたりの調整頻度をカッコの中に入れて表している。
Table 1.　LLC_JE_AmE vs AmE06_L
（  ）内は1万語あたりの調整頻度
LLC_JE_AmE
（741,303語）
AmE06_L
（185,506語） LL p-value
generally 39 （0.53） 27 （1.46） -14.99 < 0.001
in general 22 （0.30） 18 （0.97） -12.69 < 0.001
in most cases   4 （0.05）   2 （0.11） -0.58
in most instances   0 （0.00）   1 （0.05） -3.22
largely   5 （0.07） 25 （1.35） -55.63 < 0.0001
mainly 28 （0.38）   2 （0.11） 4.25 < 0.05
typically   0 （0.00） 37 （1.99） -119.04 < 0.0001
LL=log-likelihood values。LLの－の値は、AmE06_Lよりも、LLC_JE_AmEにお
いて、副詞（句）の頻度が低いことを表す。
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LLC_JE_AmEとAmE06_Lについて、Table 1を見てみよう。1万語あたりの調
整頻度を見ると、注目すべきは、mainlyは、LLC_JE_AmEのほうが、AmE06_Lよ
りも使用頻度が高いが、その他の副詞（句）はすべて、LLC_JE_AmEのほうが、
AmE06_Lよりも使用頻度が低いことである。7つの副詞（句）のうち、5つの副詞（句）
で有意差が認められた。Mainlyは、LLC_JE_AmEのほうが、AmE06_Lよりも使
用頻度が有意に高い（p<0.05）。Largelyとtypicallyは、LLC_JE_AmEのほうが有
意に低く（p<0.0001）、generallyとin generalもLLC_JE_AmEのほうが有意に低い
（p<0.001）。In most casesとin most instancesは、2つのサブコーパス間に有意差は
ないものの、LLC_JE_AmEのほうが使用頻度が低い。LLC_JE_AmEでは、使用
頻度の第1位は、generally、第2位は、mainly、第3位は、in general、第4位は、
largely、第5位は、in most cases、第6位は、in most instancesとtypicallyで、いず
れも出現件数は0件である。AmE06_Lでは、第1位は、typically、第2位は、
generally、第3位は、largely、第4位は、in general、第5位は、in most casesと
Table 2.　LLC_JE_BrE vs BE06_L
（  ）内は1万語あたりの調整頻度
LLC_JE_BrE
（189,670語）
BE06_L
（182,121語） LL p-value
generally 4 （0.21） 38 （2.09） -33.21 < 0.0001
in general 6 （0.32） 24 （1.32） -12.31 < 0.001
in most cases 0 （0.00）   1 （0.05） -1.43
in most instances 0 （0.00）   0 （0.00） -
largely 1 （0.05） 15 （0.82） -15.27 < 0.0001
mainly 9 （0.47） 11 （0.60） -0.29
typically 0 （0.00） 23 （1.26） -32.83 < 0.0001
LL=log-likelihood values。LLの－の値は、BE06_Lよりも、LLC_JE_BrEにおいて、
副詞（句）の頻度が低いことを表す。In most instancesのLLの-（ハイフン）は、
BE06_Lにおいて出現件数が0であるため、計算できないことを表す。
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mainly、第7位は、in most instancesである。LLC_JE_AmEとAmE06_Lのいずれ
においても、generallyは、使用順位が高く、前者において第1位、後者では第2位
である。In most instancesは、LLC_JE_AmEでは、typicallyと同順位で第6位、
AmE06_Lにおいては、最下位である。LLC_JE_AmEでは、上位3位とそれ以下の
順位、AmE06_Lでは、第4位までとそれ以下の順位の副詞（句）との頻度の差がみ
られる。使用頻度と順位から見ると、largely、mainly、typicallyの使い方が、日本
人学習者と母語話者で異なることが分かる。
　次に、LLC_JE_BrEとBE06_Lについて、Table 2を見てみよう。LLC_JE_AmE
とAmE06_Lを比較した場合と同様に、LLC_JE_BrEのほうが、BE06_Lよりも副
詞（句）の使用頻度が全体的に低い傾向がある。7つの副詞（句）のうち4つの副詞（句）
で有意差が認められた。Generally、largely、typicallyの頻度は、LLC_JE_BrEに
おいて、有意に低く（p<0.0001）、in generalもLLC_JE_BrEのほうが有意に低い
（p<0.001）。In most casesは、LLC_JE_BrE では、0件、BE06_L においては、1万
語あたりの調整頻度は0.05件であり、両サブコーパスにおいて頻度が低いため、明
確なことは述べることができない。Mainlyの頻度は、LLC_JE_BrEのほうが低いが
有意差はない。In most instancesは、BE06_Lにおける出現件数が0件のため、検
定をして比較することはできない。副詞（句）の使用順位は、LLC_JE_BrEでは、第
1位、mainly、第２位、in general、第3位、generally、第4位、largely、第5位は、
in most cases、in most instances、typicallyで、いずれも出現件数は0件である。
BE06_Lでは、第1位、generally、第2位、in general、第3位、typically、第4位、
largely、第5位、mainly、第6位、in most cases、第7位、in most instancesである。
LLC_JE_BrEとBE06_Lのいずれにおいても、generallyとin generalは、上位3位
に入っているが、前者においては、mainlyが、第1位であるが、後者では、第5位、
さらに、前者では、typicallyは、出現件数が0件であり、in most casesとin most 
instancesと並んで第5位であるが、後者では、第3位である。LLC_JE_BrEでは、
第3位までとそれ以下の順位の副詞（句）との間に頻度の開きがみられる。使用頻度
と順位から、日本人学習者と母語話者の間に、largely、mainly、typically の使い方
に異なりが見られる。
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母語話者サブコーパスのBE06_LとAmE06_Lは、いずれも、上位3位に、
generallyとtypicallyが入っており、in most cases、in most instances、mainlyは、
下位3位である。学習者のサブコーパス、LLC_JE_AmEとLLC_JE_BrEでは、い
ずれも、上位3位に、generally、in general、mainlyが入り、第4位は、largelyであ
り、in most instancesとtypicallyは、 両サブコーパスで、0件である。LLC_JE_
AmEとLLC_JE_BrEのどちらも、上位3位の副詞（句）とそれ以下の順位のものの
頻度差がある。つまり、7つの副詞（句）のうち、generally、in general、mainlyは
用いているが、これらほどには、in most cases、in most instances、largely、
typicallyは、用いていない。しかし、in most casesとin most instancesは、
AmE06_LとBE06_Lのいずれにおいても、使用頻度も使用順位も低いため、日本
人英語学習者と母語話者の使用に違いはないが、largely、mainly、typicallyの使用が、
日本人学習者と母語話者で異なると言えよう。
　LLC_JE_AmEとLLC_JE_BrEの７つの副詞（句）の合計件数とAmE06_Lと
BE06_Lの合計件数による比較をしてみよう。Table 3は、その結果を表している。
これら7つの副詞（句）の使用頻度は、日本人学習者のほうが、母語話者よりも有
意に低い（p<0.0001）。
4.2  ７つの副詞（句）について、Longman Dictionary of Contemporary English （6th 
ed.） （LDOCE6）の頻度情報を見てみよう。LDOCE6は、英語学習に最も重要な9,000
Table 3.　7つの副詞（句）：LLC_JE_AmEとLLC_JE_BrE vs AmE06_LとBE06_L
（  ）内は1万語あたりの調整頻度
LLC_JE_AmEとLLC_JE_BrE
（930,973語）
AmE06_LとBE06_L
（367,627語） LL p-value
118 （1.27） 224 （6.09） -203.20 < 0.0001
LL=log-likelihood values。LLの－の値は、AmE06_LとBE06_Lよりも、LLC_
JE_AmEとLLC_JE_BrEにおいて、副詞（句）の頻度が低いことを表す。
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語と、話し言葉と書き言葉のそれぞれにおいて、頻度の高い3,000語についての頻度
情報を掲載している。見出し語に付された、●●●は、9,000語の中で、最も頻度の
高い3,000語、●●○は、3,000語から6,000 語、●○○は、6,000語から9,000語の
中に入ることを示している。話し言葉と書き言葉のそれぞれにおいて、頻度が高い
3,000語には、頻度情報として、  、  、  、  、  、  のように記さ
れている。例えば、  、  は、話し言葉あるいは書き言葉において、使用頻度
上位1,000語、  、  は、上位1,000語から2,000語、  、  は、上位2,000
語から3,000語に入ることを表す。5 Table 4は、LDOCE6の情報に基づいて作成し
たものである。LDOCE6には、3つの副詞句のうち、in most instancesは、掲載され
ていない。いずれにしても、これらの副詞句の頻度情報の掲載がないため、参考ま
でに、それぞれに用いられている、general （adj）、case （n）、instance （n）の頻度情
報を記す。
5 The Longman Communication 9000については、LDOCE6 （2014, xi, 2126）を参照。
Table 4.　副詞（句）のLDOCE6中の頻度情報
全体
話し言葉/
書き言葉
備考
generally ●●● , 
in general - - general (adj) ●●●    
in most cases - - case (n) ●●●    
in most instances - - instance (n) ●●○  
largely ●●○
mainly ●●● , 
typically ●●○
in general、in most cases、in most instancesについての頻度情報の-（ハイフン）は、
これらの副詞句自体には、頻度情報が付されていないことを表す。
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これらの頻度情報を見ると、generallyとmainlyは、最も頻度の高い3,000語に、
largelyとtypicallyは、3,000語から6,000 語に入ることが分かる。In general、in 
most cases、in most instancesの頻度情報は分からないが、これらの副詞句に使用さ
れているgeneral （adj）とcase （n）は、最も頻度の高い3,000語、instance （n）は、3,000
語から6,000 語に位置づけられている。話し言葉と書き言葉における頻度を見ると、
generallyは、話し言葉で、上位1,000語から2,000語、書き言葉では、上位1,000語、
largelyは、話し言葉では、上位3,000語に入っていないが、書き言葉で、上位1,000
語から2,000語、mainlyは、話し言葉と書き言葉ともに、上位1,000語から2,000語
に入る。Typicallyは、話し言葉と書き言葉のいずれにおいても上位3,000語に入っ
ていない。参考までにではあるが、general （adj）とcase （n）は、話し言葉と書き言
葉いずれにおいても上位1,000語、instance （n）は、話し言葉では、上位3,000語に
入らず、書き言葉において、上位1,000語から2,000語に位置する。Table 4の語（句）
のうち、instanceのみが、the Academic Word Listに掲載されている。このリストに
掲載される語について、LDOCE6には、“important words to know if you are 
studying in an English-speaking environment, or if you are writing academic 
assignments” （xi）と記述している。6 4.1で見たように、LLC_JE_AmEとLLC_JE_
BrEにおいては、in most instancesの頻度が0件であったが、学習者にとっては、高
度な語が使用された表現と言えるだろう。
LLC_JE_AmEとLLC_JE_BrEのいずれにおいても、generallyとin generalは、
使用頻度が、上位3位に入っている。Generallyは、頻度の高い9,000語のうち上位3,000
語に入り、話し言葉で上位1,000語から2,000語、書き言葉で上位1,000語に入るため、
日本人学習者になじみがあることも考えられる。In generalは、generalの頻度が、
上位3,000語に入り、書き言葉と話し言葉の両方において、上位1,000語に入るため、
やはり学習者になじみがあり、in generalの使用につながっているのかもしれない。
あるいは、generallyとの同義の表現として学習していることも考えられる。日本人
学習者と母語話者の間に使用の異なりがみられたもののうち、largely、mainly、
6 The Academic Word Listの詳細は、LDOCE6 （2014, xi）を参照。
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typicallyを見てみよう。Largelyとtypicallyは、頻度の高い上位3,000語から6,000 
語に入り、largelyは、書き言葉で上位1,000語から2,000語に入るが、typicallyは、
話し言葉と書き言葉ともに上位3,000語に入っていない。つまり、largelyとtypically
は、generallyの頻度には及ばず、これら2つの副詞は、generallyほどには、日本人
学習者になじみがないのかもしれない。Mainlyは、LLC_JE_AmEにおいて、使用
頻度が第1位であり、LLC_JE_AmEでは、調査した副詞（句）の中で、唯一、
AmE06_Lよりも頻度が有意に高かった。LLC_JE_BrE においても、使用順位が第
1位であったが、BE06_L との間に有意差はなかった。Mainlyは、英語学習に最も
重要な9,000語のうち上位3,000語に入り、話し言葉と書き言葉いずれにおいても上
位1,000語から2,000語に入ることから、日本人学習者になじみがある語なのかもし
れない。Mainlyについて、LDOCE6のフォーマリティについての注記を見ておきたい。
この語のエントリー中には、“In written English, people often prefer to use chiefly 
or primarily, which sound more formal than mainly . . . ”とある。Mainlyよりも
chieflyやprimarilyのほうが、よりフォーマルな語であることが分かる。Mainlyは、
AmE06_LとBE06_Lのいずれにおいても、7位中、第5位であることを考えると、
アカデミック・ライティング指導の際に、フォーマリティの違いにおける語の使用に
ついても考慮に入れる必要があるだろう。
4.3  LLC_JEの7つの副詞（句）の使用を学習者のレベル別に見てみよう。ここでは、
LLC_JE_AmEとLLC_JE_BrEに分離せず、LLC_JEのデータの中から、LLCが設
定するレベルのうち、Elementary （139,931語）、Pre-intermediate （169,123語）、
Intermediate （125,220語）、Upper intermediate （444,677語）、Advanced （36,355語）
の5つを分析する。LLCは、レベル設定基準について、その基準やスコアなどの情
報は公開されていない。Table 5は、学習者のレベル別に、7つの副詞（句）の実頻度
と、1万語あたりの調整頻度をカッコに入れて表している。
－ 12－
藤本 和子．　日本人英語学習者の「主張の制限」を表す副詞（句）の使用について
以下、1万語あたりの調整頻度をもとに見ていこう。表全体を見ると、1万語あた
りの調整頻度で1を超えているものは、Advancedのgenerally （1.38）とmainly （1.38）
のみである。それぞれの副詞（句）を見ていこう。Generallyは、Elementary （0.14）、
Pre-intermediate （0.30）、Intermediate （0.72）のようにレベルが高いほど使用頻度が
高いが、Upper intermediate （0.47）は、Pre-intermediateよりも低く、Advanced （1.38）
の頻度が最も高い。In generalは、Intermediate （0.88）で最も頻度が高く、その他
のレベルは、Elementary （0.00）、Pre-intermediate （0.12）、Upper intermediate （0.25）、
Advanced （0.28）のようにレベルが高いほど頻度が高い。Generallyと同じく、
Intermediateのほうが、Upper intermediateよりも頻度が高い。In most casesは、
Elementary、Pre-intermediate、Intermediateで は、 使 用 さ れ ず、Upper 
intermediate （0.04）、Advanced （0.55）で、Advancedが最も頻度が高い。In most 
instancesは、すべてのレベルで使用されていない。Largelyは、in generalと同様、
Intermediate （0.32）が最も頻度が高い。Elementary （0.00）、Pre-intermediate （0.06）、
Upper intermediate （0.02）、Advanced （0.00）であることから、レベルが高いほど使
用頻度が高いとは言えない。Mainlyは、Elementary （0.07）、Pre-intermediate （0.24）、
Intermediate （0.24）、Upper intermediate （0.43）、Advanced （1.38）のように、Pre-
Table 5.　LLC_JEレベル別頻度
（  ）内は1万語あたりの調整頻度
Elementary
（139,931語）
Pre-
intermediate
（169,123語）
Intermediate
（125,220語）
Upper 
intermediate
（444,677語）
Advanced
（36,355語）
generally 2 （0.14） 5 （0.30） 9 （0.72） 21 （0.47） 5 （1.38）
in general 0 （0.00） 2 （0.12） 11 （0.88） 11 （0.25） 1 （0.28）
in most cases 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00） 2 （0.04） 2 （0.55）
in most instances 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00）
largely 0 （0.00） 1 （0.06） 4 （0.32） 1 （0.02） 0 （0.00）
mainly 1 （0.07） 4 （0.24） 3 （0.24） 19 （0.43） 5 （1.38）
typically 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00）
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intermediate とIntermediateで頻度が同じだが、レベルが高いほど使用頻度が高い。
Typicallyは、in most instancesと同様、すべてのレベルで使用がない。
Figure 1は、学習者レベル別に7つの副詞（句）の出現件数を合計して、1万語あたり
の調整頻度を比較したものである。Advancedでこれらの副詞（句）の使用頻度が最も
高いことが分かる。Elementary、Pre-intermediate、Intermediateとレベルが高いほど
使用頻度が高いが、Upper intermediateのほうが、Intermediateよりも使用頻度が低い。
調査した5つのレベルを下位2レベルと上位3レベルの2つのグループに分けて、
log-likelihood testを用いて検定を行うと、Table 6に表すように、上位レベルのほう
が下位レベルよりも使用頻度が有意に高い（p<0.0001）。
Figure 1.　LLC_JEにおける7つの副詞（句）の5つのレベル別使用頻度
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Table 6.　7つの副詞（句）：LLC_JE　下位2レベル vs 上位3レベル
（  ）内は1万語あたりの調整頻度
下位2レベル
（309,054語）
上位3レベル
（606,252語） LL p-value
15 （0.49） 94 （1.55） -22.69 < 0.0001
LL=log-likelihood values。LLの－の値は、上位3レベルよりも、下位2レベル
において、副詞(句)の頻度が低いことを表す。
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LLC_JEで最もレベルの高いAdvancedレベルと母語話者の7つの副詞（句）の使
用頻度を比較してみよう。Advanced の7つの副詞（句）の合計件数とAmE06_Lと
BE06_Lの合計件数をもとに比較すると、Table 7に表すように、日本人学習者のほ
うが、母語話者よりも使用頻度が有意に低い（p<0.05）。
5.  本稿では、主張を制限する7つの副詞（句）について、日本人英語学習者コーパス
LLC_JE_AmE、LLC_JE_BrEと母語話者コーパスAmE06_L、BE06_Lの比較分
析を行った。7つの副詞（句）の使用頻度は、LLC_JE_AmEとLLC_JE_BrEのほう
がAmE06_LとBE06_Lよりも低い傾向にある。Generallyとin generalは、LLC_
JE_AmEとLLC_JE_BrEのほうがAmE06_LとBE06_Lよりも使用頻度が有意に低
いが、これらの副詞（句）は、LLC_JE_AmEとLLC_JE_BrEのいずれにおいても、
使用順位が、上位2位に入ることから、7つの副詞（句）の中では、日本人英語学習
者が使用することができていると言えよう。In most casesとin most instancesは、
母語話者も使用頻度と使用順位が他の副詞（句）よりも低く、母語話者と日本人英語
学習者の使用の特徴は似ている。Largelyとtypicallyは、LLC_JE_AmEとLLC_
JE_BrEのほうがAmE06_LとBE06_Lよりも、使用頻度が有意に低い。Mainlyは、
LLC_JE_AmE では、AmE06_L よりも使用頻度が有意に高く、LLC_JE_BrE では、
BE06_Lとの有意差はない。Mainlyは、日本人英語学習者と母語話者の間に、使用
順位の違いが見られる。つまり、LLC_JE_AmEでは、第2位、LLC_JE_BrEでは、
第1位のように高く、AmE06_LとBE06_Lにおいては、いずれも第5位である。調
Table 7.　7つの副詞（句）：LLC_JE_Advanced vs AmE06_LとBE06_L
（  ）内は1万語あたりの調整頻度
LLC_JE_Advanced
（36,355語）
AmE06_LとBE06_L
（367,627語） LL p-value
11 （3.03） 224 （6.09） -6.39 < 0.05
LL=log-likelihood values。LLの－の値は、AmE06_LとBE06_Lよりも、LLC_
JE_Advancedにおいて、副詞（句）の頻度が低いことを表す。
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査した副詞（句）の日本人英語学習者の使用には、これらの副詞（句）の話し言葉と
書き言葉における使用頻度やフォーマリティの違いも関係していると考えられる。
LLCは、世界中から集められた学習者のデータから作成されているため、ライテ
ィングのトピックや課題の内容が、統一されているわけではない。ライティングのト
ピックや課題内容も、本稿で調査した副詞（句）の学習者の使用頻度に影響を与える
と考えられる。その他、学習者がアカデミック・ライティングの特徴をどの程度、習
得しているかによっても、学習者の言語使用は異なるだろう。藤本（2018）では、日
本人学習者が、自分自身の意見に基づいて、論を展開することについて述べたが、
本稿で調査した副詞（句）は、書き手が、主張をどの程度、一般化できると考えるか
について述べる場合に用いられることから、日本人学習者が、ライティングの中で自
分の意見を述べることはできても、一般論に十分言及できないことも考えられる。こ
のことについては、さらなる調査が必要である。
Hedgesなどのアカデミック・ライティングに必要な言語表現や文体について、学
習者のレベルに応じた、効果的な指導が望まれる。アカデミック・ライティングの教
科書や教材の調査、改善も今後の課題となるであろう。
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